











































































れた。研究会の l回目は 2001年4月26日に行なわれ「兼輝公記」の 1679（延宝7）年 12月28日
条から歳末までを読了した。そこでプロジ、ェクト研究として新たに、近世の天皇・朝廷に関する最先端
のオリジナリティの高い研究報告会を持つ他に、参考書となる研究入門書（「近世の天皇・朝廷研究入門」
仮称）の編纂を進めることを目標に掲げた。研究入門書の構成案を検討する中で、当面諸機関に架蔵さ
れる「公家鑑」を写真によって収集する計画が立てられ、その中から人名要覧を作成することが企画さ
れた。以後、本書刊行に向けた研究会と作業が4年間続けられた。
2001 （平成 13）年4月に発足した学習院大学人文科学研究所では、その規程第3条第l項で「人文
科学の分野における研究・調査及びその成果の刊行」を行なうべき事業としており、共同研究プロジ、エ
クトの成果を冊子の形で出版することとしている。人文科学研究所は、継続的に成果が出版される見通
しから、これを「学習院大学人文科学研究所 人文叢書」と名付けることとした。
かくして本書『近世朝廷人名要覧」は「人文叢書 1」を冠してことに刊行されることになった。本
書編纂に携った関係各位に感謝を申し上げる。とくに朝幕研究会のメンバーは今後の近世朝幕研究の進
展のためには、誰もが使える基礎情報の共有化が必要であるとの思いの念の深さから、果てしないと思
われた困難な作業を克服してくれた。心よりの感謝の念と敬意を表したい。
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